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の 関係 を把握す る の に は 適さ な い 。そ こ で ，ロ
ーズ ダ イ ヤ

グ ラ ム に よ り，傾斜計 を解析 し た結果，そ れ らは ，累積 円

グラ フ の 結果と良く
一
致 して お り，傾斜計変動 の うち方 向

に関 す る 特性 を良く反 映 して い る こ とが 分 か っ た。そ こ で ，

ロ
ーズ ダイヤグラム に よ り， 導かれ た方向特性を用 い

， 多

次元尺度法 に よる 解析を試 み た。そ の 結果 は 多次元尺度法

と 同 じ ユ ーク リ ッ ド距離 に よ る ク ラ ス タ
ー

分析 に よ る 結果

と も良く一致し て お り， 地すぺ りの 「変動の 活発 さ」 とい

う方向 に グル
ープ分け で き る こ とが判明 した。したが っ て，

ロ
ーズ ダイ ヤ グラ ム で ベ ク トル 量 を記述す る こ とに よ り，

従来 の 経験的判断に加え て ， 多次元 尺度法な ど を傾斜計変

動 の 解析法 と し て 適用 で きる よ うに な り，こ の よ うな方法

に よ り，地す べ り変動 の 特性は，よ り正 確 に 把握 され る も

の と考え られ る。（和文，図 ： 12，表 ： 5，参考文献 ： 9）

対数ひずみ で 定義 した圧縮指数 と物理 的性質 との

相関関係に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松尾 　啓

キーワーズ ： 圧密試験／高有機質土／統 訐的解析／粘性土

／ ひ ず み 　IGC ： D5／ D2

　本論文 は ， 圧密試験結果か ら得られ る粘性土 お よび 泥炭

の 対数ひずみ （ε ）〜圧密荷重 （1。9P ）曲線が，正 規圧密領

域 に お い て 直線近似 し うる こ とを示 し た 後，こ の 直線部分

の 傾度で 定義 した 圧縮指数 （Cの に類似 し た 指数 （Cの と

土 の 物理的性質 との 相関関係 を検討 した もの で あ る 。 資料

と し て は，北海道札幌〜岩見沢問 の 泥炭性軟弱地盤か ら採

取 し た泥炭 33個 と， そ の 下層土 の 粘性土72個 の 試料に関す

る試験結果を用い た 。 得られ た 主 要 な結果 は 次 の とお りで

あ る 。

　（1） 粘性土お よ び 泥炭 の ε〜bg ρ曲線 は ， 正 規圧密領域

　　にお い て 直線で近似 で きる。

　  　Cc ’

値 と自然間隙比 （e の， 自然含水比 （w の ， 初期

　　状態 の 湿潤単位体積重量 （rtD）お よび 乾燥単位体積重

　　量 （rao）との 問 に は，相関係数O．　93以上 の 極めて 良好

　　な相関関係 が認 められ ， こ れらの 物理的性質 か ら正規

　　圧 密領域 で 適用 で き る C♂ 値 が推定 で きる。

　（3） 自然間隙比 （e・）と自然含水比 （w の との 問に は ， 相

　　関係数Q．99の 極め て高い 相関関係が認 め られ る 。

　（4） Ce’

値 と e。，
　 C。

’

値 と γa。 との 関係式 は ，
（）c で 表 さ

　　れ た既存の 関係式と類似 した傾向を示す 。

（和文 ， 図 323 ，表 ：5，参考文献 ；24）
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帯状荷重下 に おけ る軟 弱地盤一ジオ テ キ ス タイ ル

の相互作用 とその 解析方法

　　　　　　　　　　　　　　　　 渡 義治 ・樋 日 洋 平

キーワーズ ： （ジ オ テ キ ス タ イ ル ）／支持力／軟弱地盤／変

形／模型実験／盛土　IGC ： K6／E2

　織布 と ロ
ープ を組み合わ せ た ジ オ テ キ ス タ イ ル で 表面処

理 した超軟弱地盤 に帯状荷重 が載荷 され た 時 の 地盤変形 と

ジオ テ キ ス タ イ ル 張力 の 相 互 作用 を模型実験 で 調 べ た。つ

い で ， ジ ォ テ キ ス タ ィ ル を帯 状荷重 と帯状載荷に よ っ て 側

方に流動 した粘土 か らの 上向 き圧力 とを受け る 膜構造と考

え た 計算 を行 っ て 実験結果 と比 較した 。 計算で は ， 粘 土 の

体積変化は 生 じな い とす る条件とジ オ テ キ ス タ イ ル は線形

弾性材料で あ る とす る 条件を仮定 し た。結論 は以 下 の とお

りで ある 。（1｝実験結果 か ら，ジ オ テ キ ス タ イ ル の 変位は 楕

円曲線 で 近似で き，膨上が り （上向き変位）は載荷 中心 か

ら載荷幅 の 2 〜3倍 の 距離で 最大 とな る。  膜構造 の 解析

法は適用性 が 高 く，
ロ
ープ の 初期張力お よ び配置間隔を含

め た取扱 い が 可能 で ある 。  ジ オ テ キ ス タ イ ル の 初期張力

を増す と支持力を補強す る効果が増大す る 。 （4｝ジ オ テ キ ス

タ イ ル の 解析に用 い る荷重 は ， 載荷重か ら粘土地盤 の 非排

水せ ん断強度と載荷部分の 沈下 と に よ る 支持力成分 を差 し

引 い た もの を考 え れば良 く，　 こ の 時 の 支持力係数は Nc ＝

5．14を用 い て 良 い 。（和文 ， 図 ： 15 ， 表 ：8，参考文献 ： 1：1）

不完全貫入 井による揚水試験結果か らの被圧帯水

層厚の算定法

　　　　　　　　　　　　　　　　 西 垣　讖 ・進 士 喜英

キーワーズ ： 原位置試験／浸 透／水位低下／地下 水／揚水

試 験 　IGC ： C7／ C8／ E7

　揚水試験結果 よ り透水量係数や貯留係数が得られ るが ，

そ こ か ら透水係数や 比貯留係数を計算す る に は帯水層 の 厚

さが既知 で な けれ ば な ら な い 。ま た，掘削地 で の 排水設計

を行うに も，帯水層厚は 解析 領域 を定 める に必ず必要 で あ

る 。 本研究は ， こ の 観点 よ り，被圧帯水層 を対象 と して ，

不完全貫入井に よ る揚水試験結果か ら帯水層厚を算定す る

方法につ い て 論述し， 異方性帯水層の 揚水試験結果か ら も

帯水層厚 を求め る手法を開発 した 。 更 に ， こ こ で 提案 した

方法 の 妥 当性 に関 して は ， 数 値実験 よ り得た揚水試験結果

の デー
タ
ー

をもとに検証 した 。 な お ， 帯水層厚 の 算定に は

揚水試験結果 の 初期 の データ ーが 必要 で あ り，こ の 領域 の

データーに は揚水井 の井戸半径 の 影響が強 い こ とを指摘 し，

揚水井の 半径 が影響し ない 揚 水試験法も提案 した。（和文，

図 ：15， 表 ： 2
， 参考文献 ： 8）
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